
＜基本情報＞
所在地 福岡県築上郡上毛町
構成員18名 役員４名（うち外部役員１名）

従業員14名（うち海外研修生３名）
＜農場概要＞
栽培面積 キャベツ10ha
＜経営の理念＞「全力農業 選ばれるモノづくり、自分づくり」

＜GAP認証取得で苦労したこと＞
◆生産履歴等の管理
経営管理ソフトを活用し省力化を目指したが、
個々のパソコンスキルの違いにより軌道に乗る
まで時間を要した。
◆従業員の意識改革
繰り返し研修を行うこと
により、従業員の意識改革
を醸成。

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
◆整理整頓や生産履歴等の管理でコスト削減
・段ボール、肥料、農薬等の生産資材の在庫管理
を徹底することにより無駄な支出が減少。
・生産履歴の管理を徹底し、安定した生産を実現
◆従業員の意識の変化
生産に対する自信と意欲の向上。
会社の信用度がアップ
求人の応募数が増加。

株式会社 ユ ー ア ス

＜ＧＡＰの取得のきっかけ＞

 ＧＡＰの取組
（個別認証）

・組織も拡大し従業員も増え、新たな
ルール作りに取り組む必要を感じた。

ＪＧＡＰ青果物2016
（2018年2月認証取得）

＜今後の課題＞
◆意識の継続
・ GAPは認証取得がゴールではない。リスクに対
する意識を継続して持ち続けることが重要。
・ ヒヤリハット事例を朝礼等で情報共有。

＜問い合わせ先＞ ０９7 9－7 2－1 3 9 5 http://www.youasufarm.jp/

JGAP 
キャベツ

４

平成30年12月現在（1）



＜基本情報＞
所在地 福岡県北九州市若松区
構成員 128名（正社員14名、パート114名）
栽培面積 リーフレタス、ケール ２ha（ハウス 4棟）

ハウスによる水耕栽培、人工光型植物工場及び太陽光併用型植物工場
【経営理念】「食の安全・安心を提供し、人を良く育もう」

＜GAP認証取得で苦労したこと＞
管理すべきチェックポイントの把握と従業員の意識改善
取得に必要な資料の作成
ＧＡＰの管理点に沿った資料の整理に苦労。

⇒コンサルタントからの指導により克服

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
従業員の意識向上

・従業員のリスク管理の意識が向上し、特に衛生
管理が徹底された。
コスト管理の徹底

・安価な深夜電力の有効活用を行う。
・水耕栽培に必要な養液を循環させる。
商品や会社に対する信頼性の向上

・商談時にＰＲでき、取引先の信頼確保に繋がっ
た。

・東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とし
たGAP認知度の高まりにより、優位に販売できると判断。
・輸出に際し、有利に契約するため。

 ＧＡＰの取組
（個別認証） エスジーグリーンハウス株式会社

＜ＧＡＰの取得のきっかけ＞

2018年７月 ASIAGAP認証取得

【今後の展開】
ＨＡＣＣＰの認証
取得を目指す 

ASIAGAP

リーフレタス

（9） 令和２年３月現在
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＜基本情報＞
所在地 長崎県雲仙市国見町多比良戌1448－39
構成員 12名（家族４名、パ－ト２名、研修生６名）
栽培面積 ねぎ 8ha（周年栽培）
【経営理念】
豊かな土と水で作物をつくり、安定した農業経営を確立し、

地域の活性化に貢献します。
安全・安心な食の供給の担い手として、また持続可能な環境
保全農場の実践者として、農業を通じて社会・地域に貢献します。

＜GAP認証取得で苦労したこと・取得後の課題＞

〇GAPの取組に対する従業員の理解・意識改革。
〇パートや研修生に細かなリスク対策を自ら実践して見
本を示すこと。
〇膨大な書類作成。
〇GAPの取組を理解してくれる契約
出荷先の確保。

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞

〇農業安全に対する意識が向上し、使用する水や流通手段
などに対してもリスク管理をするようになった。
〇県内外のスーパーや大手食品企業との取引が増加。
〇取引小売店の農産物の仕入れ基準の審査が免除。

【今後の意向】

〇『雲仙栗原ねぎ』の知名度向上
〇輸出による販路拡大

＜GAP認証取得のきっかけ＞
〇香港及びシンガポールにおいて「雲仙栗原ねぎ」※が商標登
録されたこと。※雲仙市の雲仙ブランド（2019認定登録）
〇GAP認証を取得している知人の勧めをきっかけに、輸出
を視野に入れ、JGAP認証を取得。

⇒ 令和２年８月 JGAP個別認証取得

 ＧＡＰの取組
(個別認証)

令和３年２月現在
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＜問合せ先＞
TEL：0957-78-5350
URL: kuriharenegi.com

JGAP

ねぎ栗 原 ね ぎ
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＜基本情報＞
所在地 長崎県雲仙市愛野町甲3378-6
構成員 ６戸
栽培面積 43 （レタス25ha、サニーレタス5 、リーフ３ 、キャベツ10 ）
【基本理念】
雲仙の肥沃な大地と清新な水でレタス、サニ－レタス、リーフ、キャベツを育て、

安定した農業経営を確立し、農業の活性化に貢献する。
[行動指針]
消費者に安全・安心な農産物を提供すべく、野菜の品質向上に努め、相互の連絡協調と

経営の合理化を図り、組合員の所得向上と次世代へ受け継がれる人材育成を行いながら、
生産振興を期することを目的とし、食の供給の担い手として、持続可能な環境保全農場の
実践者として、農業を通じて社会・地域に貢献します。

＜GAP認証取得で苦労したこと＞

〇狭い段々畑が多数（400筆程度）あり、
圃場管理の記録が膨大
〇農薬散布、肥料散布及び資材などの管理記
録のデータ化の徹底
〇捨てる物は捨てるのマニュアル作成

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
〇農薬・肥料の無駄が減り、経費削減。
〇既存経営がリセットされ、GAPに基づく新たな経営への
転換。
〇様々なデータが蓄積され栽培管理へ活用。

【今後の意向】
〇輸出を目標に、GLOBALG.A.P
の認証取得。
〇更なる規模拡大及び販路拡大に
より、次世代へ繋げる。

＜GAP認証取得のきっかけ＞
〇大手契約先からGAP認証取得の要請を受けた際、GAP指導
員研修等の受講経験から知識があったことと、長崎県か
らJGAP認証取得の後押しを受けたこと。
⇒ 令和２年９月 JGAP団体認証取得

 ＧＡＰの取組
(団体認証)

令和３年２月現在
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JGAP

レタス・サニ－レタス・
リーフ・キャベツ

生産組合 鷹博農園

＜問合せ先＞
TEL：095７-２７-５４２２
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＜基本情報＞
所在地 大分県豊後大野市
構成員 16名（従業員 12名、パート ４名）
作付品目 白ねぎ15ha、かんしょ2ha、さといも1.5ha

【企 業 理 念】 「志を持ち、誠を尽くす」
【経 営 理 念】  ４つのシセイ（至誠、資生、姿勢、市井）

GＡＰの取組状況 社内ルールにGAPを取り入れる事で、社員への浸透を図る

＜GAP認証取得で苦労したこと＞
◆従業員の意識改革
・GLOBALG.A.P.の必要性
・衛生面
（食品としての位置づけ）

◆審査書類の整理
・作業日報等の記載
◆取得・更新の費用負担

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
◆商品や会社に対する信頼性の向上
・商談がスムーズに進む
・取引先拡大（増加 ５社）
◆従業員の意識の変化
・業務の専門化や労働環境の改善により、能力を発揮し、
やる気を引き出し生産性がアップ

◆整理整頓
・定期的な清掃、収納場所の取り決め及び機械のメン
テナンスにより作業効率アップ

◆作業マニュアルの作成
・作業毎にマニュアルを作成する
ことにより、品質の安定

シセイ・アグリ 株式会社

＜ＧＡＰの取得のきっかけ＞

2018年3月
GLOBALG.A.P.取得

GLOBALG.A.P.の目指す
「持続可能な農業」に共感

連絡先 0974-34-2114 ホームページ http//www.shisei-agri.com/

 ＧＡＰの取組
（個別認証）

GLOBALG.A.P.
白ねぎ

令和２年３月現在（更新）
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＜基本情報＞
所在地 鹿児島県指宿市
構成員17名 ご夫婦２名＋パート15名（キャベツ班6名、ケール班5名、枝豆班4名）
栽培面積 37.3ha（キャベツ25ha、枝豆8ha、ケール3.8ha、プチヴェール0.5ha）
【経営理念】「消費者目線にたち、我が子に喜ばれる野菜づくり」

＜GAP認証取得で苦労したこと＞

◆生産履歴の管理
・何時、誰が、何をしたか日報に記帳
・作業日報をエクセルでデータ化

◆労働環境の整備（ハード面の設置にかかる導入経費）
・農薬保管庫、休憩室、トイレ（屋外、作業場）の増設等

◆リスク評価（食品安全、農作業安全等）
・全員でリスクと対策を検討し、情報を共有化

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞

◆取引先が増えた（販路拡大 ２社→10社）
◆整理整頓や生産履歴の記帳でコスト削減
・整理整頓（5S）により、作業場が整理され、作業効率が
アップ
・農薬や肥料の在庫管理で無駄な支出が減少
・作業前点検と作業後のメンテナンスで機械トラブル減少

◆従業員の意識の変化
・従業員自らが働く中で問題点に気付くようになり、事故
防止に役立つ

◆労働環境の整備
・労災加入による雇用環境の改善

大 吉 農 園

＜ＧＡＰの取得のきっかけ＞

 ＧＡＰの取組 だ い き ち

◆農産物のブランディング
◆知名度の向上
◆輸出先からのニーズ

2016年2月 JGAP取得
日本能率協会によるJGAP認証第１号
2020年2月 ASIAGAP取得予定

みんなでチェック

作業後のメンテナンス 整理整頓
例 借地で初めて作業するほ場の場合は
どこがどう危険か、みんなでリスト
を作成し、チェック
・トラクターの転落事故危険箇所など

私たち
はキャ
ベツ班
です。

【お問合せ先】 ℡：080-6433-6860
E-mail

キャベツ、枝豆、ケール、プチヴェール、
ビーツ、ズッキーニ、玉ネギ、トレビス

ＡＳＩＡＧＡＰ

（個別認証）

（52） 令和２年３月現在（更新）
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daikichifarm@gmail.com



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県曽於郡大崎町
構成員 役員３名・社員40名
• GAP認証品目 葉ねぎ・大根・キャベツ他
• 栽培面積 130ヘクタール（2018年度作付延べ面積）
• 露地栽培+葉ねぎ施設の複合経営
【経営理念】
• 原点はモノづくり。安全な土壌を育て、感動する美味しさを求める

＜GAP認証取得で苦労したこと＞
農場でのリスク評価を検討・対策をとること

・農業生産における圃場リスク評価し事後の防止
・全社員にＧＡＰを共有すること（気づき）
・記録を整備し保管し、データを活用すること
環境整備

• 農場や選果場における基準適合
• 水洗トイレや手洗い所の整備
• 社内アンケートを実施し改善する
• 整理・整頓（5Ｓ活動の推進）
• 出荷加工センターの環境整備

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
認証取得の苦労をプラスにとらえる 

• 作成書類が多い 毎年の蓄積を生かし活用
• 圃場・環境整備に労力・コストがかかる

仕事の効率・圃場の美化がアップ
• 審査費用が高い リスクを減らす保険料
• 生産品目の輸出の実現 アジア地域に販売
• 毎年更新 毎年成長できる 
• 社員全員の意識の向上 生産性向上・安全的な配慮
＜今後の展望＞
2017年５月からベトナム ダラット高原で試験栽培をス
タート。アジアに挑戦。
「玄関を開けてこの広いアジアの
マーケットに 挑戦 」

有限会社大崎農園

＜ＧＡＰの取得のきっかけ＞

 ＧＡＰの取組
（個別認証）

• 取引先の要望 平成26年5月
GLOBAL.GAP.取得

３名で脱サラ新規就農 法人設立平成14年

お問合せ先：（0994）76ｰ4043
HP http:// www.oosaki-farm.com/

GLOBALG.A.P．
葉ねぎ、大根、
キャベツ 他

（56） 令和２年３月現在
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＜基本情報＞
所在地 鹿児島県曽於郡大崎町永吉2381-1
従業員 4戸（法人２＋個人2）
栽培面積 キャベツ 57.8ha(JGAP認証取得面積)

【経営理念】
大崎町キャベツ出荷組合に加入している全ての農場が法令を遵守し、消費者に
も従業員にも安全で環境にやさしく、みんなが働きやすい農場を目指し、日々
精進する。

＜GAP認証取得で苦労したこと＞
〇コンサルを入れずに自分たちで勉強
しながら取り組んだため、団体認証の
適合基準を理解することに時間を要
した。
〇認証取得までの経費。
〇リスク評価では、項目が多く理解に
時間を要した。

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
〇GAP認証取得を契機に、実需者との信頼関係が構築され、
安定した契約取引となった。
〇定期的に生産者間の情報交換を行うことで、品質向上
や安定生産が図られ、取引先からのクレームが年々減少。

「今後の意向」
〇GAPの普及を図るため、大崎町内外の生産者への加入
推進。
〇キャベツの品質向上による所得向上。
〇実需者がASIAGAP認証取得を求めた際、迅速に対応で
きる体制を整える。
〇国内需要が減少した場合でも、経営安定が図られるよう
実需者との更なる信頼関係を構築する。

＜GAPの取得のきっかけ＞
近年の生活スタイルの変化による食の外部化の発

展により、加工・業務用野菜の需要が伸びる情勢に、
生産者が一体となることで、そのスケールメリット
を活かした、キャベツ産地の維持拡大と生産者の所
得向上を目的。

⇒ 令和元年３月 JGAP団体認証取得

 ＧＡＰの取組
(団体認証)

令和３年２月現在
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＜問合せ先＞
TEL：0994-63-1117

JGAP

キャベツ大崎町キャベツ出荷組合

（58）


